






























































































































































































































































































































































































































































































































































































ば、 登回の調査で風速に関する具Ｊｈｋ的江三一 gなった近笙においては、 廿丑草原は至捧と
臣が得られだ泊げではないが、 偏形樹の存在 じては辺縁部か５縮小証る傾向にあることを
Pやササの稗の風倒涯どから、高標高地の王稜
線沿い全尾根筋では、西からの卓越風の風速
示じている。
｢縮小」とは、
なお、 ここで示じだサ丑草原の
群落の最工層では優古Ｕなぐ
一m３－
なったことを示しており、比較的明るい樹林
内では「縮小」後も林床植生として優占状態
を保っている場合もありえる。
以上より、図１２でササ草原が持続してい
た領域の潜在自然植生は、アセビーリョウブ
群落（宮脇ほか、1987）とミヤマクマザサー
アマギザサ群落からなる群落複合と考えるの
が妥当であろう。今回の研究では立地に関す
る詳細な調査を行っていないが、今後、群落
とその立地に関する詳細な研究を行うことに
よって、この領域内におけるアセビーリョウ
ブ群落、ミヤマクマザサ群落およびアマギザ
サ群落のより詳細な潜在領域が認められるか
もしれない。
なお、今回認められたササ草原の分布の中
心域は、いずれも達磨山や猫越火山という第
四紀や新第三紀の火山上に成立していた。こ
のことは、風衝地すなわち西風の強い稜線を
形成する比較的高い山がいずれも新しい火山
であるという事`情によるのかもしれない。
いつぽう、比較的新しい安山岩質の火山とい
う土地的な条件も、ミヤマクマザサーアマギ
ザサ草原の分布に関与しているのかもしれな
い。このような点についても、今後、群落調
査や立地環境調査を行うことによって明らか
にしていく必要があろう。
２）ササ草原の分布域と潜在自然植生との
関係
以上で述べたササ草原の分布の中心域は、
ただちにミヤマクマザサーアマギザサ草原の
潜在自然植生域を示しているといえるだろう
か？図１２および観察から、主稜線沿いの
一帯においても、３１年間を通じて森林植生
(低木林)が維持されてきた場所が明瞭に認め
られることから、少なくとも図１２でササ草
原が持続していた範囲の中に、森林植生を潜
在自然植生とする領域が存在することは確か
である。この領域が、宮脇ほか（1987）によ
るアセビーリョウブ群落の潜在域に相当する
のであろう。
それならば、図１２でササ草原が持続して
いた範囲のすべてが、アセビーリョウブ群落
(宮脇ほか、1987）の潜在自然植生域に相当
するのであろうか？この点に関連して、こ
の地域の自然植生を推定するうえでもっとも
よい参考となるのが、伊豆諸島の御蔵島（調
査地域と同じく安山岩質の第四紀火山）の植
生である。御蔵島においては、山頂（御山丁
標高８５１ｍ）周辺の風衝地において、照葉樹
や草本などと混交しつつ、ミヤマクマザサの
優占する自然植生がモザイク状に広がってい
る（大場、1971)。このことから、駿河湾を
越えてきた西風が卓越する伊豆半島西部の主
稜線付近においても、御蔵島と同様に、ミヤ
マクマザサやアマギザサの草原が潜在自然植
生の一部を構成するのではないかと推定する
ことできる。
３）ササ草原の成立過程とその自然度の評価
上記２）の考察が大筋において正しいとす
ると、現在成立しているミヤマクマザサーア
マギザサ草原は、元来は一部の立地で自然植
生として維持されてきたものが、たび重なる
火入れや伐採などの人為作用の結果、自然植
生域の周辺部に広がっていったものであると
推定することができる。
このように考えると、現在成立しているミ
ヤマクマザサーアマギザサ草原は、その大半
が二次草原であるとはいうものの、その－部
－１４－
これは、ササ草原の分布を長期的な動態との
関係から考える上できわめて重要な点なの
で、群落や立地の調査に加えて、今後に検討
すべき重要な課題である。
には自然草原を含んでいることになる｡また、
面積的には大半を占めている二次草原につい
ても、自然草原が連続的に分布域を拡大した
結果生じたものということになる。したがっ
て、自然度という観点からみると、今回認め
られたササ草原は、その大半が二次草原では
あるものの、自然草原にかなり近い植生とし
て評価すべきであろう。この点からも､今後、
群落の実態や立地についての詳細な研究を
行っていく必要がある。
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